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要 　約

　テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グで 買物 をす る消費行動は，視聴者の 間に広 く行 き渡 り，当た り前にな っ

て い る。

　民放の テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの 隆盛 と， 社会的 関心 の 高 ま りを受け ，
2010 年の 改 正放送 法 で は ，

番組種別 の 放送時間 をテ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの 放送時間も含め，審議会 へ 報告 し公表す る こ とが

求め られ る こ と に なっ た 。

　公共の 電波を利潤追求 に 使 うこ とに 関して 、批判 され る時期 もあ っ た が、大 衆に 受け入れ ら

れ 、成長 を続け て きた。

　日本初の テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グは，1970年関東ロ
ー

カ ル 番組で
「
テ レ ビ バ ーゲ ン セ

ー
ル 」 と題

して ，情報番組 として ス ター トした。

　本稿で は，凵本初の テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ番組を例 に と り，番組 の最初 の 理念 を探求 し，番組

制作の 面か ら今後 の テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ番組の あ り方を考察す る 。

2011 年 12月 10 日受付　2012 年2月 17 日受理
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Abstract

  lt has become  popular to buy  goods  through  television shopping  among  Japanese.

  In 2010, broadcasting low was  greatly revised.  Remarkable  point for commercial

broadcasting stations are  required  to make  it public air  time of  entertainment,  education,

news,  as well  as shopping  air time.

  It was  1970  when  the first television  shopping  program  in Japan  was  start as  an

information program.  It is significant  to explore  the idea of  the  first shopping  program. It

is sure  that this study  will  contribute  how  television  shopping  should  be in the future.
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1．は じめ に

　2009 年 ， 囗本 の テ レ ビ通販 主要30社を含む合

計売上高は，4，000 億円 を超 えた ゜〕。放送法等 の

一
部 を改正す る法律は

，
2010 （平成 22）年 ll月，

第 176回 国会 にお い て 可決 ・成立 し，同年 12月 3

日に 法律第 65号 と して 公布された。

　改 正 の主 な 目的 は，通信 ・放送 の 融合 ・連携サ

ービス の
一

層の発展が 期待 されて い るなかで ，変

化に対応 した制度 の 整 埋 ・合理化 を図 っ た もの で

あ る〔Z〕．改 正後 の
「放送 」 は

「基幹放 送 」
「31

と

「．般 放送 」 に 区分 され る こ と に な っ だ 4）。

　4
，
000 億円の テ レ ビ通販 売 h は

，

「基幹放送 事

業者 」 と
「一・般 放送 」 の 30社 を合 わせ た も の で

ある。

　基 幹放送事業者 と
一

般放送事業者の 違 い は，前

者 は 「放送 」 で あ り， 後者 は 「通信 」 に 当た る 。

また前者は 「認定 」 が必要で あ り，後者は 「登録 」

で事業を開始で きる、

　テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グを専 ら とす る こ とを凵的に

事業を 「登録」 が で き る
一般放送 事業者の み な ら

ず ，

「免許事業 」 で あ る基幹放送事業者 に とっ て

も，テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの 売 り上 げは大 きい 。

　基幹放送事業者 の放送番組基準を定めて い る放

送法第 3 条 に 関す る 改正 の き っ か けは，テ レ ビ シ

ョ ッ ピ ン グに対す る社会的関心事が 高 ま っ た こ と

にある とい うCS）
。

　 そ の 結果， 「放送番組の 種別及 び放送番組の種

別 ご との 放送時問を ， 審議機関叺 の 報告事項及

び公表事項 」 が定 め られた ｛71。

　基幹放送事業者 は
， 限 られ た 電波使用 の 分配 を

得た免許事業で ある こ とか ら，ニ ュ
ース ， ドキ ュ

メ ン タ リ
ー， ドラ マ ，クイズ，ワイ ドシ ョ

ー，バ

ラエ テ ィ
ー

シ ョ
ー
，そ の 他の 情報を ，

「教養番組 」

「教育番組 」
「報道番組 」

「娯楽番組 」
「
そ の 他の放

送番組」 と番組種別 し ， どの よ うに 区別 をす るか

は，各放送 事業者の 自主性に 委ね られ て きた 〔S〕。

　視聴者に広 く普及 して い るテ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ

が，放送法改正 に 際 して 注 目され た こ とは，購買

に伴 う問題点が ，社会的に 顕在化 して きた こ とが

影響 して い る と考え られ る 。

　テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの クレーム は
，

「教養番組 」

「報道番組」 や 「娯楽 番組 」 よ りも直接視聴者の

利害に結び つ い て い る た め，社会問題化 しやす い

とい う特徴が ある。

　 日本 で は じ め て の テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ は ，

1970年 の フ ジ テ レ ビ 「東京ホ ーム ジ ョ ッ キ
ー

」

の テ レ ビ バ ーゲ ン セ
ー

ル で あ る。番組種別 は ，

「
そ の他 の 放送番組」 の 一

つ で ある生活情報番紅

で あ っ た 。

　 当時か らそ の他で分類 して い た 「
テ レ ビ シ ョ ッ

ピ ン グ」 が ， 番組調和 の 観点か らと は い え番組種

別 ご との 放送 時間の 公表 を求め る き っ か け に な っ

た の は
， 基幹放送事業者の 売 り上げが拡大 し，消

費者 の ク レーム が 顕在化 して きた の で は ない か，

とみ る こ とが で き る 。

　放送事業者 は，テ レ ビシ ョ ッ ピ ン グを生 活情報

番組の 中に組み込み ， テ レ ビ の 媒体力をテ レ ビ放

送業界の とい う視点 で 育て て きた
。

　 コ ーナ ーの
一

つ として ス ター トした テ レ ビ シ ョ

ッ ピ ン グが ， 経営者に と っ て無視 で きない もの に

な り，そ の結果番組編成の柱 の
一

つ に な っ て い る。

テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グが拡大す る こ と に よ る問題点

が噴出 して い る CO）。

　 CM 分 とテ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ分を加える と，番

組の 30％程度 に もな る場合 が あ り， 番組は70％

しか 見 られ な い こ ともあ る。また，テ レ ビ局は膨

大な購入者名簿を手に い れ る こ と に な り， 個人情

報 の 日的外使用 も懸念され て い る t］°）。

　テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの CM との 違 い は
， 視聴者

に 「買わせ る」 の が直接的な 目的で ある とい う点

に ある。テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グが当た り前に なっ た

現在で は ， 公 共 の電波の あ りかた として ， テ レ ビ

シ ョ ッ ピ ン グに は，CM 以上 に量的な規制をす る

べ きだ と い う有識者の 意見が ある（Tl）。

　 日本で 始め て の テ レ ビシ ョ ッ ピン グ番組は，情

報 の 完結性」 とい う埋念を掲げて企画 され た コ
ー

ナーで あ っ た 。 「情報 の 完結 」 とは 「買わせ る」
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こ とを意 味 して い る 。

一番組の コ
ー

ナ
ー

が ヒ ッ ト

して 大衆に 支持 され急成長 し，テ レ ビ局が競 っ て

シ ョ ッ ピ ン グ番組 を放送す るよ うに なる と，国民

生活 セ ン ター等 に 持ち込まれ る苦情が増加 し， 世

間の 批判を浴びる と い う負の面 も無視 する こ とが

で きな くな っ て きて い る ［12）。

　テ レ ビ シ ヲ ッ ピ ン グに対する批判が あ りなが ら

も，大衆に攴持 され発展 して きたテ レ ビ シ ョ ッ ピ

ン グに っ い て ，円本で 最初に 番組に シ ョ ッ ピ ン グ

コ
ー

ナ
ー

を設 けた フ ジテ レ ビ の
「
東京ホ

ーム ジ ョ

ッ キー
」 を例に 取 り，初期の 琿 念を追求 しそ の 理

念が どの よ うに現在に生か され て い るか を番制作

者の 視点か ら検証す る。

2 ．先行研 究

　テ レ ビ番組 の 研究は
， 視聴率 の視点か ら論 じる

こ と は可能で ある が，視聴率の 中身で ある質 を論

じる こ とは容易で はな く， 評論 に陥 り易い
。

　 テ レ ビ シ ョ ッ ビ ン グに つ い て は，売 り ltげや放

送時間 が拡大 した こ と は
，

牛 活情報番組と して 論

じるよ りも，ビ ジネ ス として の 可能性で 論 じ られ

る よ うに な っ た。

　 通信 と放 送 の 融 合 と い う社 会 現 象 を 受 け ，

2010年 Il月 に放 送 法 の
一

部を改正 す る大幅 な改

正案が議決 され ，新たな放送法 （新放送法）とし

て施行 され る こ とに な っ た。新放送法に 番組編集

準則 として
「放送番組相互間の 調和 の 保持 （番組

調和原則）」 が義務づ けられ た こ とに 関 して ，海

野敦 史の論文が ある。海野は，基幹放送事業者に

義務づ けられ た番組調和原則 は，営業 の 自由 の 客

観的側 面の 保障の た め の 積極的措置 として 定 位 さ

れ るべ きで あ り，表現の 自由 との 関係に お い て は ，

付随的 な制約と提 え る こ とが で きる解釈 して い る

」T3）
o

　公 正取引委員会は，将来的 に み て 媒体 と して の

テ レ ビ が 各種販売 に積極的に活用 さ れ る こ と を 予

想 し，不当表示防止法 の 観点か ら， 商品 の 内容や

取 引時条件 や番組の 表示 に関 して ，実態調査行 っ

て い る
±T4｝。

　海外ジ ャ
ー

ナ ル 抄訳集 として 出され た早稲田大

学産業経営研究所 『ダイ レ ク ト ・マ
ー

ケ ッ テ ィ ン

グ研究』 に
， 堀 田武裕 の

「店舗態度 と そ の 他の 無

店舗公売 パ ター
ン が テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ番組へ の

愛顧 に 与える影響 」 として
， テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ

に 対す る ア メ リカ の 顧客研究 が あ るci「）。

　 ア メ リカ の 全世帯か ら無作為に 抽出 した 1，〔〕00

世帯の 調査結果で ある。調査対象世帯は，ケ
ーブ

ル テ レ ビ に加入 して い る こ とが条件で ある こ とか

ら，結果的に 中程度か ら上 の 中程度 とな っ た 。

　抄訳に使わ れた ジ ャ
ー

ナ ル は ，
1980 年代後 半

か ら， 1995 年 まで の もの が ほ とん どで ある
c16〕。

調査対象 とな っ た
， ア メ リカ の 中程度 の 人 々 は娯

楽的な理 由で テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ を楽 し み ，同時

に 店舗 で の シ ョ ッ ピ ン グも楽 しん で い る こ とが わ

か っ た 。 今後は 消費者が期待す る娯楽性 と機能性

の 程度を明 らか にす る研究が必要で ある と結ん で

い る 。

　九州工 業大学情eeT．学部の 「バ ーチ ャ ル 出演者

チ
ーム の 協 調 的 動 作生 成 に 関す る研 究 」 に

「Web 上 の 仮想 シ ョ ッ ピ ン グ シ ス テ ム へ の 試 み 」

として ，特定 の 意味を持 っ 複数 の 出演者 に よる
一

連の 動作の 研究が ある C’7）
。

　仮想人 間に よる商品説明は，本研究 に は直接の

関連が ない よ うに見える 。 しか し ， 実際 の テ レ ビ

番組 を参考に して い る点で ，将来的に バ ーチャ ル

シ ョ ッ プで 買物 をす る時代が来るか もしれ な い と

い う予感 がある 。

　消費者が 実際 に手で触 る こ とな く，テ レ ビ画面

か らの 商品情報で 買物する テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グが

当た り前 に な っ た行動変化を鑑 み る と，有意義 な

研究で ある。

3， EI本初のテ レビシ ョ ッ ピン グ誕生の背景

　日本 で 最初 に 番 組 で 商 品 を販 売 し た の は
，

1970 （昭和 45）年 10月 ス ター トした，フ ジ テ レ

ビ の 「東京 ホーム ジ ョ ッ キー
」 で ある。 「東京ホ
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一ム ジ ョ ッ キ
ー

」 は ， テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グが 軌道

に 乗 る と，71 年 10月 「
リ ビ ン グ4 」 に 番組名が

変わ っ た
。

　第 1 回 の テ レ ビ バ ーゲ ン 商品 は 凾
，

メ キ シ コ 製

の イ ン テ リア ラ ン プで あっ た 。 当時は 1 ドル 360

円の 時代で あ っ た の で ，輸入品は高級品で あっ た

CIVIc

　バ ーゲ ン コ ー
ナ
ーは 予想以上の反響を呼び，順

調に 売 り上 げを伸 ば した 。 そ の 結果 ，1971 年 9

月，サ ン ケイ新聞の フ リーペ ーパ ー 「フ ジ サ ンケ

イ リビ ン グニ ュ
ース 」 で番組一周年記念行事 「東

京 ホ ーム ジ ョ ッ キ
ー ・リ ビ ン グ4 」 として ，は が

き に よる申し込 み を募 り［2°｝
， 武道館で の 日本

一
大

バ ーゲ ン
・セ ール を企両す る まで に発展 した e

　武道館 の 催事 は 5 万 人が殺 到 し［21 ）
，

10 月 8 ，

9 日の 2 日間で 4 億 5，000万円を売 り ヒげた ｛22 ｝。

番組は 1年間で ，まっ た く様変わ りした の で ある。

　
「
東京 ホ

ーム ジ ョ ッ キ
ー

」 とい う東京 ロ
ー

カ ル

の 情報番組が， コ ー
ナ
ー企画で ある

「バ ーゲ ン セ

ール 」 が ヒ ッ トした こ とで ， テ レ ビ とサ ン ケイ グ

ル ープが 作 る フ リーペ ーパ ー 「フ ジ サ ン ケ イ リビ

ン グニ ュ
ー

ス 」 と連動 し， 番組名 も 「
リビ ン グ4 」

に変え，
一
年後に は武道館で 5 万人 を集め る機動

力を備 えた の で ある
IZ3b。

　当時，番組の
一

コ
ー

ナ
ー

と して
「バ ーゲ ン セ ー

ル 」 を入れ る とい う企両に対 して ，社内的な議論

が あ っ た とい う。

　社 内の 反対論 は ，さ まざまで あ っ た。 「公 共の

電波 を使 っ て もの を売 る こ と は
， 許さ れ な い 」 あ

る い は ，「テ レ ビ で なん か もの は 売れ な い 。主婦

とい うもの は ，自分で 確か め て ，さわ っ て み な い

と買わな い もの だ 」 とい うテ レ ビ の 媒体力 と主婦

の 購買行動を疑問視する意見で あ っ た四 。

　以上 の 議論か ら ， テ レ ビ放送事業者は 国の 免許

事業で ある こ とを重 く受け ［Eめ て お り，見方に よ

っ て は電波を CM 化 して しま うこ と に な りか ね な

い 企画 を，行動に移 す こ とに 慎重で あ っ た こ とが

わか る。

　新奇性 の強 い テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グが急成長 した

背景 に は
， 新聞社 を率 い る経営者の 目留 ま り，活

字 と電波の 達動 とい う発想が あっ て 可能 に なっ た

とい うこ とで ある。

　朝 日新聞や毎 「i新聞が ペ ージ を増や すな どして

新聞単体で 強化作戦 に 出た の に対 し
， サ ン ケイ新

聞は
，

「
フ ジサ ン ケ イ リ ビ ン グニ ュ

ース 」 とい う

フ リーペ ーパ ーを発行 し，フ ジテ レ ビの 「リビ ン

グ 4 」 と
「
リ ビ ン グH 」

｛25 ）に連動 し，活 字 と電

波 の機能 を駆使 した大事業 に発展 した tu6）。

　活字 と電波が 連動す る事業展開が 迅速に進 め ら

れた の は ， テ レ ビ局 の社長が 新聞社 の 経営 を兼務

して い た こ とに負 う部分が大 きい 。

　70 年 「東京ホ
ーム ジ ョ ッ キー

」 が バ ーゲ ン 番

組 と し て 誕生 し
，

71 年に 民放テ レ ビ 局で は初 め

て の 制作分離が行われ た 。 思 い 切 っ た経営の ス リ

ム化 とテ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの ス タートは，ほ ぼ 同

時で あっ た 。

　 フ ジ テ レ ビ は，制作邦門だ けを分離 し，番組制

作者に 限界意識を持 つ こ とを促 した ， 民放最初の

テ レ ビ局で あ る 。

　民放で 初 め て 行われ た制作分離 と は
，

「プ ロ ダ

ク シ ョ ン に は 完令な 自由競争を要求 し，番組わ く

の 保障 を与 え て い な い 。契約に 際 して は制作費 と

ともに 目標視聴率を定め，それに達 しな い ときに

は，次囘発注 しな い こ ともあ りうる とい う建前で

ある。 2 年間の タイ ム リミ ッ トが っ けられ，成果

が あが らな けれ ば解散 させ られ る 。 」 とい う徹底

した もの で あ っ た C27）。

　 フ ジテ レ ビ の 開局 は
， 日本 テ レ ビ よ り6 年遅れ ，

TBS テ レ ビ よ り4 年遅 れ の 開局 で あ る とい う焦燥

感 は，新 しい 企 画に挑戦する エ ネル ギーを生 んだ、

　
「東京ホ

ーム ジ ョ ッ キ
ー

」 は 生活者 を意味す る

「 リビ ン グ 4 」 に変わ り，新聞記者 は新聞ジ ャ
ー

ナ リズ ム か ら ， お客様に寄 り添 うフ リ
ーペ パ ー

の

記者意識に変わ っ た。

　テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グを 生 活情報番組 と して 軌道

に 乗せ る た め に
， テ レ ビ局 は商品 に 関す る責任 と

番組制作に関す る責任を分割 した。

　テ レ ビ バ ーゲ ン の 誕生時に は
， 商品責任 は番組
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制作部 に あっ た が ， （en　1 ）に 示す ように責任 を

分化す る こ とによ っ て ，プ ロ ダク シ ョ ン は番組讎

作に専念 する こ とが で き るよ うに な っ た 。

醤 い燕　識 粤

　 フジ7 ノァ イ

　 　 憩 迎
聾 靹

〔フ シ テ レ ビゴジ 憩 ン 〉

　 　 　 へ

　 　 ／　　＼
　 　 ノ　 　 ＼
　 ！

　 ／　　　　　＼
　 ／　　　 　　 丶
　 か ，　　　　　　　 ハ

9／．’E　s／−lt’X　　　　　　　　．巾
　 　 　 　 ／
　 　 　 　 　 　 　 　 ＝，…鹸　　 韆 向

姦 ＿＿＿　 ・「
　　 聯．．襟 繍 獻 纂

　 　 　 　 藕 譏 と協 殱

図 1　 責任 ピラミ ッ ド図

　　　　　　 境政郎p105 よ り転載

4．「東京ホ
ー

ム ジ ョ ッ キ
ー

」 の 誕生

　 「東京 ホーム ジ ョ ッ キ
ー

」 は 夕方 4 時か ら姶 ま

る関束 ロ
ー

カ ル （月金 σ）帯）， 純粋な番繿理 念か

ら生まれ た生活情報番組で あ っ た 。

　フ ジプ m ダク シ ョ ン に社 員プロ デ ュ
ーサー

で あ

小野光が 出向 した の は，厳 しい 制作分離が行 われ

た時期 と
一

致す る （2S／。

　午後 4 聴は
，

：↑三婦が 夕方の 買物 に 出か け る時闘

で低視聴率で あ る。視聴率の 世界で は 「魔の 時間

帯」 と呼 ばれ て い た
。

　小野 光 が境 に 語 っ た と こ ろ に よ る と，「平 日の

夕方に帯 の 情報番組を作 るか ら，そ の プロ デ ュ
ー

サ
ー

をや っ てほ しい と言われ た 。 難しい 時間帯だ

が，好 きな よ うにや らせ て くれ るな らとい うこ と

で引き受 けた 」 とい うい きさ つ が あ っ た C29）。

　小野が 掲 げた番組理念は 「主婦の生活 に とっ て ，

見て得（トク〉に な る番組 つ く りに徹底せ よ 」 とい

うこ と と，同時に 「主婦 に行動（ア クシ ョ ン）を起

こ さ せ よ 」 と い う単純な もの で あ っ た
。

　2 つ の 理念を番組の 隅々 に 生 か すた め に ，ス タ

ッ フ 会議 を重ね た。そ の 結果，産地直送 バ ーゲ ン
，

テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ，
「
夕食眉け ます 」，有名人 の

「我が家の 秘伝」， 「営繕」 などの企画が 出 され た 。

こ れ らの企 画は総て ， 主婦の 得に な り，なん らか

の行動 を させ る とい う2つ の 番組理念 に応 える も

の で あ る 。

　小 野 は，こ の よ うな番組理念 を
「
生 活情報番組

に お ける情報 の 完結性 J と表現 して い る
P，u．／

。

　 中で も入 気があ っ た の は，東京 ロ
ー

カ ル を生 か

した 「夕食届けます 」 で あっ た 。有名店の シ ェ フ

が ス タジオ に料理 を持込 み実演 し， テ レ ビで 見た

もの と同じ料理を番組終了 と岡時に ，家庭 に屈け

る と い う趣向で あ る 。 電話で 申し込 み を募 り，地

区 を指定 し 10蔚 と隈 っ た。主婦 が 受話器 を持ち

ス タジ オ に 電話 し，テ レ ビで 見た 食事が届 い て ，

清報が 完結す る。

　
「営繕 」 コ ー

ナ
ーは

， 家の リブ 1 一ム が必要な

時代 に さ しかか っ た こ とに対す る企 醐で あ っ た。

ど こ に頼ん で よい か わか らな い 主婦が ， 番組に 電

話をか け て くる 。 こ の 要鯉に ス タ ッ フ が対応 し，

番紺 として 見せ る こ とで ， 情報が 完結 した 。

　
「
我が家の 秘伝 」 は 有名人 の 家庭料理 を フ ィ ル

ム で 取材 し，ス タジ オ で再現す る コ ーナ ーで ある 。

主婦は メ モ をとっ て ， 夕食の 献立の参考にす る こ

とに よ っ て ，情報が完結す る。こ れ ら は総て ，主

婦 に何 らか の 行動を促 す企画である。

　
「
テ レ ビ ・バ ー

ゲン セ
ー

ル 」 は （図 2 ）の ある

円の 進行表が 示すよ うに
，

こ れ らの コ ー
ナ

ー
の
一

つ で あ っ た
。

　バ ーゲ ン コ ーナ ーの 源泉は
，

1960 年代末 ，
ア

メ リ カ へ 椙張 中に 開始された ばか りの テ レ ビ シ ョ

ッ ピ ン グ番組 を見た三越社長が，H本 で もで きな

い か と考 え， 海外経験 の ある ニ ッ ポ ン 放送の デ ィ

ス クジ ョ ッ キ
ー

で 洋楽評論家 の高崎
．一

郎に 相談 し

た こ とか ら始 まる。

　新番縄の 立 ち上 げを引き受 けた小野 プ ロ デ ュ
ー

サ
ーが，高崎に 王週間を通 して 司会を頼 んだ こ と

か ら ，
バ ーゲ ン コ

ー
ナ
ー

は 「東京ホーム ジ ョ ッ キ

ー
」 に 組み 込まれた ［鋤 。

i12

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Association for Social Informatics

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assooiation 　for 　Sooial 　工nformatios

事例報告
一

テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ に お け る情報 の 完結 「生
一

囗本 に お け るテ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの 成 り立 ち 一

厨
「欝

…

軈
一 皿 … … 内

！3
’
og
”

…

il伽 一

115
卩
OO
’，

三6
’
oe
”

2L
’
　eo
”

26
’
e（｝
）ti27

’
GO
”

lj34’
eo
”

i37
’
oo
”

i3s
’
。e
”

i
，，
・
，。
／t42

’
oe
”

．．．一一一一．一．．一一．−
1

旨テ レ ビ ・バ ー一ゲン セ ール

玩 ジヅ 瞳 革ス ツ ー
・レ
・ア レグ ナン ドライ

リビ ン グ 4 ビ ッ グ ’フ エ ス テ イバ ル 費 知

CM

わが 家 の 秘伝 （Fl

坂本 ス ミ子
一．

ホ5で ノソ
ー

「買い 黼 報

i浅草合羽橋商店銜 （鍋 釜 ）

iCM
…奥様家庭 大工

i箱 の 作 樽方 　　　　　　　　　　　　　i
うた 　坂本ス ミ子

・　　　　　　　　　　 i
CMI

不 動産猜報

i轢 土 黼 模 燭 ハ イ ツ

1プ レゼ ン ト

iしめ

42
】
4墜LL＿1蒸鑿 孟

図2　 「リビン グ 4 」 進行表　1972 年 1月19 日放送

　　 『放送文化］』 1972 年 2 月 号， p38 よ り転載

　小野は
， 情報 シ ス テ ム の 中で

， テ レ ビ は情報媒

体 として 悲観的 に み な され て い る の は ，「個別情

報 の 処理 と伝達 」 に あ っ た こ とを認識 し， こ の 問

題に番組 として真 っ 向か ら取 り組んだ。

　小野が テ レ ビ ・バ ーゲ ン セ ール に情熱を持 っ て

取 り組む よ うに な っ た動機 は ， 民 放が設置した未

来 問題 調 査 会 の 報 告 書 に あ っ た 。そ こ に は ，

CATV
，
　 VP

，テ
ー

タ通信 の 将来が バ ラ色に い う ど

られ て い る の に 対 し，テ レ ビ の 情報媒体 の 未来 は，

悲観的に語 られて い た こ とに あ っ た t3z｝。

　郵政省が テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グな どケ
ーブル テ レ

ビ の 双方向通信サービス を認め る方針を固め た の

は， 1983年 5 月で あ る。同年の 11月，東京町 田

の イ ン ターナ シ ョ ナル ・ケーブル ネ ッ トワ ーク

（ICN ）に 都市型 ケ
ーブル テ レ ビ として初 め て設

置許可が下 りた の を皮切 りに，全 国各地 で 開設 申

請が 相次 い だ   。

　
「東京ホ

ーム ジ ョ ッ キ ー は，CATV 放送の 普

及 を待 つ こ とな く，法的整 備が 動 き出す 10年前

に
， 地上派 の テ レ ビ媒体力 を最大限に活用 しよ う

と試 み た 日本 で 初 め て の シ ョ ッ ピ ン グ番組で あ

る。

5 ． 「東京ホ
ーム ジ ョ ッ キ

ー
」 の 最初の 理 念

　 「東京ホ ーム ジ ョ ッ キ
ー

」 が バ ーゲ ン 番紐 と し

て ス タ
ー

トした こ とは， 4 ．で 述 べ た通 りで ある。

　バ ーゲ ン と銘打 っ た の は
， テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ

に番組と して の 性格 を持たせ るた め で あ っ た。バ

ーゲ ン と謳 うこ とに よっ て
， 家庭 の 主婦 の 関心 を

引 く こ と が で きた
。

　カーペ ッ トが 「冠水 した 」 とい うふ れ こ み で
，

を安 く売 っ た とい う こ ともあっ た が 134）
， 本当に 水

をか ぶ っ た わけ で はなか っ た。商品表示に 関 して ，

厳密化 を要 求される ように な っ た今 日で あれ ば，

許され な い こ とで あ るが，当時は番組の 演出の
一

つ で あっ た
。

　初期の 番紐は，ス タ ッ フ の 知恵 や演出に T： こた

えが あり，番組に 手作 り感が あ っ た 。

　
「
東京 ホ ーム ジ ョ ッ キ

ー
」 の 初代 プ ロ デ ュ

ーサ

ー
で あ る小野光は ，月刊民放の 「番組開発 を探 る」

とい う特集 に論文 「実益情報 は未知 の 可能性」 を

寄稿 して い る c3s）。 5，は こ の 論文を軸 に議論 を

展開する。

　午前 10時 ， 全 ス タ ッ フ ス タ ッ フ は 30 人が編集

デス クに 集 ま り編集会議が 開か れ る。30 人の う

ち 5人 が 社員 ス タ ッ フ で ， あ と は ア ル バ イ トで あ

る 。

　当日の オ ン エ ア の 打ち合わせ が あ り，さ まざま

な意見交換が あ る 。 新聞折 り込み広 告や雑誌な ど

か ら， 主婦 の消費動向を読み取 る。商店街 を歩 い

て きた ス タ ッ フ か らの レポー
トが あ る。

　 こ れ らの編集会議の ス タイル は ，小野が 「番組

作 りの 基本的な約束事 を除 き ， 過 去 に出現 した あ

らゆ る番組 の方法，内容を私自身の 中か ら消去す

る こ と を 第
一

の 仕事 と し た ｛3G）

」 と い う姿勢に基

づ い て い る。

　午後 4 時の か ら の 番組で ある とい う こ と， i婦

が 夕食の 買物に出掛け る時間で あ る こ と と，ス タ

ッ フ の 商店街 の取材 を プラ ス し，過去に 出現 した

あらゆる番組 の 方法を消去 した結果 ， 番組で の バ

ーゲ ン セ ール が誕生 した の で ある。
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　小野 は ，
「生活 と は と りも直 さず ， 生活に 必要

な物を購人 する行為，そ して ，
一

人
一

人が そ の 中

に 付加価値を見出す こ とに ほ か ならない 。そ こ で

生 活情報 は， こ れ ら の行為 に 的確 な指針 を与え，

ある い は行動をよびお こすもの で なければならな

い 」 と述 べ て い る 。

　消費者の た め に な る商品 を紹介 して も，それが

ど うすれ ば手 に 入 るの か
， その 部分が 欠けて い れ

ば情報 と して 完全 とは い え な い とい うこ とで あ

る。

　小野 自ら視聴者 を 「お客 さ ま 」 と呼んだ
「17）・　ts

紅 ス タ ッ フ は ，ネ タを仕込 む と同時に視聴者か ら

寄 せ られ る さまざまな質問に答え，誠心誠意 サ
ー

ビス に つ とめ るよ う指導 した。

　 バ ー
ゲ ン ・セ ール の 成果を，テ レ ビ の 媒体力 に

求め る こ とは や さ しい ，しか し決定 的 な フ ァ クタ

ーは
， 番組 ス タ ッ フ が視聴者 とコ ン タク トを持ち ，

．
」
’
寧に接す る こ とで あ る，と述べ て い る。

　 「東京 ホ ーム ジ ョ ッ キ
ー

」 の バ ーゲ ン コ
ー

ナ
ー

の 成功 は
，

こ の よ うな
「
手作 りで ぬ くも りの あ る」

番組姿勢が もた らした もの で あ っ た。

　小野は ，「私た ちテ レ ビ 関係者は
，

こ れ まで テ

レ ビ の 媒体力に つ い て ，種 々 の 実験 を試み て きた。

家出人の 捜索，ある種 の 大衆消費財 の ブーム化 な

ど。ス ポン サ
ー

はそ の 媒体 力 に多額の 宣伝費を投
．
ドし，それ相応 の効果 をあげて きた。 しか し私た

ちはテ レ ビ の媒体力を，テ レ ビ放送業界の 発展 と

い う視点 で 育て て きた で あ ろ うか 」 と述べ 放送事

業者の テ レ ビ媒体意識に つ い て ，

一石 を投 じて い

る 。

　テ レ ビ番組 の 制作 は
， 提供 ス ポ ン サ

ーが あ っ て

は じめ て成立 す る 。
CM も時間枠 を買 っ た代理 店

の 仕切 り下に あ る、

　民放 の 放送基準で は
，

一週間の CM 総量は
， 総

放送時間の 18％以 内，プ ライ ム タイ ム を例 に と

る と
，

30分番組 で 3 分 ，
40 分番組で 4 分 と決 め

て い る｛／t・9’i
。

　各企業 に は，ラ ジ オ ・テ レ ビ 向け の 広告宣伝費

の パ ー
セ ン テ

ージが決 め られ て お り， 企業イ メ
ー

ジ に合 っ た番組が で きたか ら とい う理 由で ，広告

費が増額 され る とい う柔軟性は期待で きない C3U）。

　視聴率競争をす る とい うこ とは，民放各社 同士

が ， 代理店が握 っ て い る決 め られ た パ イを奪 い 合

うこ とを意 味す る 。 こ れ が ，小 野 が 「CATV ，

VP
， デ

ータ通信 の 未来が バ ラ 色 に 彩 られ て い る

の に 対 し，テ レ ビ の 情報媒体 として の 未来像は 悲

観的で ある醐
」 とい う報告書を見て ，疑問を持 っ

た理 由で あ る。代理店任せ の テ レ ビ放送事業者が ，

突破 冂 を求めて企画 した の が，バ ーゲ ン セ ール で

あ っ た 伽 、，

　 テ レ ビ の 媒体力 をテ レ ビ業界の発展 とい う視点

で 育て よ うと した 場 合 ，

「視聴 者の 意識 の 問題 」

に踏み込む こ とが 必要で ある と，小野は 言及 して

い る 。

　祝聴率 とい う数字の 中に 埋没 して い る 「意識 の

問題に 踏み込む」 た め に は
， 放送中 ， 放送外を含

め て ，サ ービ ス に つ とめる こ とだ とい うプ ロ デ ュ

ー
サ
ーと して の 姿勢を示 した。

　具体的に は ，

「
私 た ち の ス タ ッ フ に は ， 情報バ

ン クの シ ン ボ ル ともい える女性が い て ，
．一．一

日中視

聴者 との 対応に あわ た だ しい
。 改名相談 ， 買物相

談，何で も気軽に の っ て い る。 また昨年暮に は

10 口間団地 まわ りの キ ャ ラ バ ン ・産地
．
直送 バ ー

ゲ ン を行 い ，主婦の 圧倒的 な支持を えた。放送 と

は 関係の ない 種々 の サ
ービ ス が ，私た ちの 番組イ

メ
ージを高め，番組を利用 す る安心 感を植 えつ け

た 」 とい う事実を強調 して い る C’a2 ｝。

　以一ヒが小野の描 い た
「情報の 完結性 」 で ある 。

6 ． 1970 年代の テ レ ビシ ョ ッ ピ ン グ批判

　 フ ジ テ レ ビの
「リビ ン グ 4 」 や 「リビ ン グ ll」

の 成功 に 刺激 され ，
1972 年 4 月か ら， 囗本 テ レ

ビ 「お役 にた ち ます 」，東京 12チ ャ ン ネル 「お得

で す 【 ミ ニ コ ミ 13 時 」， テ レ ビ神奈 川 「
リビ ン

グ ・チ ャ ン ネ ル 42 」 な どで シ ョ ッ ピ ン グをス タ

ー
トさせ た

。

　 1972 年 に な っ て ，テ レ ビ バ ーゲ ン が 活字媒体
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事 例 報告 一
テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ に お け る 情報 の 完結性一日本 に お け る テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ の 成 り立 ち一

で 取 りざた され る よ うに な っ た。 1972 年 に は ，
「東京ホ

ーム ジ ョ ッ キ
ー

」 が
「
リビ ン グ4 」 に番

組名を変え て お り，初代 プロ デ ュ
ー

サ
ー

が提唱 し

た ， 手 作り感の あ る ， 番組ス タ ッ フ が視聴者に寄

り添 う番組理 念か ら脱皮 して，バ ーゲ ン 番組 の イ

メ ージ が 一
人 歩 きを は じめ た と こ ろで あ っ た

。

　松田浩 は，「商品 で テ レ ビ の 信用 を売 る ？ 」 と

い うテ ー
マ で

「 リビ ン グ 4 」 と 「
リビ ン グ 11 」

を テ レ ビ ジ ャ
ー

ナ リズム の 視点 か ら，批判 して い

る
聞 。

　第
一

に，商品 を売るため に テ レ ビ の媒体力を使

うこ とに 対する疑問で ある。商品が売れ る とい う

結果 は ， 視聴 者の テ レ ビ画面か ら受ける錯覚 と，

テ レ ビ局 の信用が 結びつ い た 相乗作用 に よ る もの

で ある，とい う批評で ある 。 小野が 商品を視聴者

に 届 くと い うこ と は
，

「情報が 完結」 した と い う

こ とで あ る とい う理論 とは反対 の視点 で あ る。

　放送法 の 「広告放送 の 種別 の た め の 措置 C44）
」

を挙げ， コ マ
ー

シ ャ ル とテ レ ビ バ ーゲ ン の 瞹昧さ

を指摘 して い る 。 民放連の 放送基準 も 「広告放送

は コ マ
ーシ ャ ル に よっ て広告で ある こ とを明 らか

に しな けれ ばな らな い 」 と同様の 規定 を
．
設けて い

る 。
し か しなが ら， 放送法で は

， テ レ ビ で物を売

る こ とを想定 して い な い の で ，生活情報番組だ と

い うた て まえ を局が取 っ て い る以上，水 か け論に

な らざるをえな い と，
一定の 理解 を示 して い る 。

　二 重価格の 表示 は 「視聴者 に錯誤を起 こ させ る

よ うな表現 を して は な らな い 」
（45） と い う民放連

放送基準に反 して い る の で はな い か， とい う疑問

も提示 して い る
C46）。

　松田は テ レ ビ の ジ ャ
ーナ リズ ム として の信頼性

が
， 商品を売 る こ とに偏 る こ とな く 「商品提供 」

で は な く，

「問題提起 」 を望 む と い う主張 して い

る。

　テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グを全面的 に否定 して い るわ

け で はな く， ジ ャ
ー

ナ リズム機関として もう少 し

熟慮 して 媒体力 を使 っ た ほ うが よい と忠告 し，

「ジ ャ
ー

ナ リズ ム 商法 」 は よほ ど心 して かか らな

けれ ばな らな い と未来に警鐘 を鳴 ら して い る （47）。

以上が テ レ ビジ ャ
ー

ナ リズ ム の 観点か らみ た 松田

の テ レ ビ バ ーゲ ン 批判で あ る。

　 1972 年 に テ レ ビ バ ーゲ ン を取 り kげた週刊誌

は 2 誌あ る 。

　 『週刊新潮 』 2 月 12 日号で は 「不況時代の 新

型番組」 で ス タ
ー

トした フ ジ テ レ ビ 『リビ ン グ 4 』

は 前編 ス ポ ン サ ーつ きの CM ばか りで あ る 」 と，

批判的で ある   。

　
『週刊 文春 』 3 月 6 囗号 は，

「TV と新聞撃っ て

一
丸の サ ン ケイ グル ープ」 と い う見出 しで あ る。

「 1H か らの 4 目間で ，本社 に （サ ン ケ イ新聞）

の 直接申 し込み が 300件近 くあっ た 」 と い うこ と

を取 り上 げ， 民放連の 放 送基準 「特定の 企 業に 放

送時間が独 占される こ とは許 されない 」 に反する

の で は な い か
， ま た

， 電波法 52条の 「目的外使

用の 禁止等 」 に抵触す る の で は な い か ， と批判 し

て い る
〔49 ］

o

　広告業界や番組向上委員会 c5°）は，テ レ ビ で 物を

売 る こ とを厳 し く批判 した 。 広告主 は商品の 販売

を目的 として ， テ レ ビ局 に広告費を払 い
， 広告活

動 を行 っ て い る 。 そ の テ レ ビ局自らが，独 自の 方

法論で 商品開発 に乗 り出す と い うこ と は
， 広告業

界の 混乱 を招 くとい うも の で あ っ た。広 告主 た ち

は ，「報道機関 の あり方」 や 「ジ ャ
ー

ナ リズ ム論 」

に まで 言及 した。

　 こ の ような批判に対 して ，フ ジ テ レ ビは大量 販

売を目的 として い ない こ と
， 入手方法を伝えるの

は 「情報の 完結 」 を 目的 として い る こ と，テ レ ビ

シ ョ ッ ピ ン グは あくまで生活情報番組で ある と反

論 した 馴
。

　 1972 年 6 月 フ ジテ レ ビ は サ ン ケ イ新聞編集局

に フ ジサ ン ケイ消費 セ ン タ
ー

を設 け ， テ レ ビ シ ョ

ッ ピ ン グ コ
ー

ナ
ー

と，ス ポ ン サーに よ る CM 枠 を

は っ き りさせ，生活情報番組で ある こ とをわか る

ように した
［”・21

。
こ の よ うな努 力 に よ り，批判が 沈

静化 し番組 も安定 した （s3｝。
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7 ．国会で の議論

　 1974 年 に な っ て ，参 議 院決 算委員会 で テ レ

ビ ・バ ーゲ ン が取 り上げ られた CS4）。質問 に 立 っ た

の は ， 消費者問題 に詳 しい 野 末和彦慟 で あ っ た 。

　野末の 質問は
， 郵政省に 対す る質問 と通商産業

省 に 対 す る で あ っ た
。

　最初の 質問は，テ レ ビ バ ーゲ ン は結果 として 公

共 の 電波が特定業者 の 利潤追求 の 道具 となっ て お

り，こ れ は放送法 に抵触 しな い か どうか で あ っ た e

郵政省電波監理局放送部長の 説明 を要約する と
，

電波法，放送法 にお い て は，商品 あ っ せ んな どを

行 う放送番組 を放送する こ と は法律上禁止ある い

は し規制す る規定が な い
。 放送 番組 の編集は憲法

の 表現の 自由に関連 し，放送事業者の 自主判断に

よ っ て 行 うもの な の で （Sti｝
， テ レ ビ バ ーゲ ン は 電波

法，放送法上 問題は な い とい うも の で あ っ た。

　テ レ ビバ ーゲ ン が法的に問題な い とい うこ とで

あれ ば，
一般の 主婦はテ レ ビ を無条件 で信頼して

買 うわけで ある、t バ ーゲ ン 価格 の実態 を含 め て
，

公 正取引委員会は どの よ うな番組調査を して い る

の か， と質問した 。

　公 正 取引委員会 亊務局取 引部景品表示監視課長

は，日本テ レ ビ放送網株式会社の
「
テ レ シ ョ ッ プ

お役に 立 ち ます」
「土曜イ レ ブ ン 」，株式会社 日本

教育テ レ ビ 「奈良 和モ
ー

ニ ン グシ ョ
ー

」 週末デ ィ

ス カ ウン トセ ール ，フジテ レ ビ 「リビ ン グイレ ブ

ン 」 テ レ シ ョ ッ プ，東京 12チ ャ ン ネ ル
「奥さん

2 時で す」
「ザ ・

ロ ン ゲス トシ ョ ウ」 な どの 番組

を具体的に挙 げて ，
こ れ らを現在調査中だ と説明

した 。

　野末 は取扱商品が ，市価 の 形成 さ れ に くい 宝石 ，

毛皮，家具 ，お墓な ど特殊商品を扱 っ て い る こ と

に関 して ，公共 の 電波を利用 したや くざ商法だ と

思 うが，大 臣 は こ の 点 に つ い て どう思 うか質問 し

た 。

　野 末の 質問に対 し通 商産 業大 臣 は 岡
，

「一定 の

コ ミ ッ シ ョ ン を取 る とい う形に な っ て ，それが公

共放送 と し て の 保護 に値す る もの で あ るか ど うか

問題が 出て ま い ります ね 。 そ の辺 ひ とつ 検討 して

みた い とお もい ます」 と答弁 した。

　野末 はさ ら に郵政省に 対 し ， 放送法に 関係ない

とい わずに，少な くとも特殊商品 は扱 っ て は い け

な い とい うぐらい の 口粛 を民放連に 警告 して ほ し

い との 旨を発言 した 。

　テ レ シ ョ ッ プ方式が
， 商品提供 と配達 をデパ ー

トが 引 き受 けて い る こ とは，特定の デパ ー
トが 公

共性 の 強 い 電波に乗 っ て ，売 り上 げを伸ば して い

る。こ れ で は，表面的に は放送局が お客 さんの注

文を受 けて ，それをデパ ー トに頼んだ とい う形に

して い る。こ れ は大規模小売店舗法 に抵触 しな い

の か， とい う野末の 質問に対 し，通商産業審議官

の 説明は ， デ パ ー
トが 卸売 り業者の 立場で テ レ ビ

局に納品 し，配送す るとい う点で は ，大規模店法

の 関係に す る に は 無理 が あ る と い うこ と で あ っ

た 。

　野末 自身，実母が テ レ ビを見て 墓を注文 したが，

引 き受 け業者が あ い ま い で ， トラ ブル にな りか け

た 体験 を説明 し ， 商品の すべ て に 問題が あるわけ

で は な い としなが らも ， テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの 弊

害を消費者の 立場か ら訴えた。

　野末は
，

「
情報を伝達 した だ け じ ゃ だ め だ か ら，

完結 まで や る に は，物も売らな けれ ばな ら い とい

う考 えで や っ て い る らしい 」 と述べ ，テ レ ビ の バ

ー
ゲン セ

ー
ル の健全化の 主導権を，郵政省が取る

こ とを要請 した。

　民放 連 の 放送 基 準審議会 は 4 月 16 日，国会質

疑を受 けて ，「 こ の 種の 番組 に は 若干問題 はある

に して も， 新 しい 情報番組 として意味が ある。た

だ しい たず らに誤解 を招か な い よ うに しよ う」 と

業務計画の なか に組み込ん だ
’58）。

　1975 年 2 月 25U ，野末は参議院決算委員会で

放送局 の 音楽出版の 質問 に 立 っ た ｛fig］。本題 に入 る

前に テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グに触れ ，「か な り局側が

自粛 をしまして ，
か な り健全な形 に なっ た と思 う

の で す」 と発言 して い る 。

　1980 年 3 月民放連 は
， 放送基準に 「

テ レ ビ シ

ョ ッ ピ ン グ ・ラ ジ オ シ ョ ッ ピ ン グは 関係法 令を遵
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事例報告
一

テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グに お け る 情報の 完結性
一

円本 に お ける テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの 成 り立 ち
一

守す る と ともに ， 事実に基 づ く表示 を平易か っ 明

瞭 に行 い ，視聴者の 利益を損なうもの で あっ て は

な らな い 」 と い う項 目を設 けた 。

「生 活情報を提

供 す る番組に お け る テ レ （ラ ジ オ）シ ョ ッ プの 取

り扱 い に 関す る留意事項」 も設 けた 。 テ レ ビ シ ョ

ッ ピ ン グは放送基準 に 生活情報番組 と位置づ けら

れた。

　 1994年 の 補正 版 に よる と   ，共通 の 事項 と し

て
，

「こ の 留意事項は
， 最大公約数的な原則 とチ

ェ ッ クポイ ン トを ま とめ た もの で あっ て ，各社 そ

れぞれの内規や商品選定委員会の運用等 によ っ て

補完 され る もの で あ る」 とあ り，「各社が こ れ を

、lt回 る具体的な制限を も うける こ とが あ る の は 当

然で あ る 」 とし，各々 の テ レ ビ局の 自主性を尊重

して い る。

　通信販 売広 告の 留意事項 に つ い て は， 「通販

CM の集 中 ・連続は
， 視聴者を混乱 させ るお それ

が あ るの で ， こ れ を避 ける意味か ら，各社 それ ぞ

れに 挿入本数や挿入 時間帯の限定 をす る こ とがの

ぞ まし い 」 とあ り， 民放連がテ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ

の 時間が 増 えすぎ る こ と危機感が あ る こ とが 伺 え

る 。

8 ．テ レビシ ョ ッ ピ ン グ番組演出の変化

　 1972 年 1月フ ジテ レ ビ の プ ロ ダクシ ョ ン の
．．一

つ

フ ジポ ニ ーで 「リビ ン グ ll」 （月〜金 午前 ll時〜

ll時 45 分）が ス ター トした 。同 じテ レ ビ局で ，

午前 ll 時 と午後 4 時の リ ビ ン グ番組が 誕 生 し た

の で ある。 8 ．は ，境政 郎 （2008）の 『テ レ ビ シ

ョ ッ ピ ン グ事始め 』 を機軸に 「東京ホ ーム ジ ョ ッ

キ
ー

」
・とは別 の 演 出を した

「
リ ビ ン グll」 を論

じ る。

　バ ーゲ ン 番組に対 す る マ ス コ ミ の 批判 に対 し ，

鹿内社長は
，

「生活情報 を提供 す る こ と は マ ス コ

ミの 使命〔6V
」 と反論 した

。

　鹿 内発言 を実際に 番組に す る た め に は， 「販 売

利益を目的 として い るの で は な く，斡旋 を して い

るの だ。過不足の な い 商品情報 の提供 と，そ の情

報 を完結 させ る意味で ，入手方法 も伝達 して い る」

こ とが証明 され る番組作 りを徹底する こ とが 求め

られ た。その 結果誕生 した の が
，

「
リ ビ ン グII」

で あ っ た
。

　番組ス タート時か ら商品 デ ィ レ クター兼 リポー

ターとして 参加 した境政郎 に よ る とCC’Z），テ レ ビ シ

ョ ッ ピ ン グが徹底 した商品情報 を送 りだ すこ と に

主眼を置い た。利益 を口的 として は い な い もの の ，

購買 にま で っ なが らな い と，情報 の 完結 とは い え

ない とい う小野の理念を，新 しい 演出で生か そ う

とした 。

　
「リビ ン グll」 に商品の 語源 ， 起源の 知識や ，

職人 の 技な どの 情報を意識 的に 提供紹介 した こ と

に，シ ョ ッ ピ ン グ番組 と し て も う　
・
つ の 道 を模索

した こ とが伺 える。

　具体的な例 をあげる と，喪服や数珠 を売 る場合

に は
， お悔やみ の 場 の 礼法 もあわ せ て教え る とい

うこ とは，買わ な い 者に とっ て も有意義な情報で

あ る。

　また ， 宝石 業界 に 大 きな衝撃を与 えた とは い え ，

ダイ ヤ モ ン ドの グ レード （等級）に つ い て ，こ れ

まで は プロ の 領域 とされ て い た ，カ ラ ッ ト，
カ ラ

ー
，カ ッ ト，ク ラ リテ ィ （透明度）が誰に で も簡

単に 判別で きる表 とともに ，1972 年 ll月30 日の

サ ン ケイ新聞の リ ビ ン グ ・テ レ シ ョ ッ プ欄に掲載

さ れ た こ とも有意義な情報で あっ だ G3L。

　 1979 年秋 ， テ レ シ ョ ッ プ批判が 鎮静化 し ， 視

聴者や消費者の 支持 も得て ， 「リビ ン グ ll」 は
．・

日 の 売 り hげ記録 に 挑戦 し た
。 そ の 結果た っ た

15分 の 問 に，200万 近 い ダイヤ モ ン ドの リ ン グが

飛ぶ ように売れ，受注金額 は 2 億 円とい う記録を

作 っ た 。

　境 は， 「商品情報で あるテ レ シ ョ ッ プ として こ

れ で よい の か 否か ， 迷 うと こ ろは あ っ た 」 と い う

｛fi4〕
o

　生 活情報 を提供す る の が 番組 の 目的で ある と し

て い る が，通販専門に設立された デ ィ ノ ス は ， 販

売利益 を目的 として い る。したが っ て ，番組は 2

つ の 日的 を抱 え込 む こ とにな っ た 。
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　番組 ス ター ト時は ，生 活情報番組で あ っ た 。 し

か も物価高に悩 む主 婦 の 味方 であ るとい う番組理

念が あ っ た。 しか し，予想以上 の売 り上 げ実績が，

番組 を異質 の もの に して しまっ た の で は な い だ ろ

うか。境は ，売 る こ とが 目的 の デ ィ ノ ス と，視聴

者に よ りよい 情報 を伝達す る こ とが使命で あ る番

組ス タ ッ フ の せ め ぎあ い が，実際に あ っ た こ とを

複雑な思い で 受け止 めて い る
1
’
6Sll。

　テ レ ビバ ーゲ ン が安売 りを乗 り越えて，テ レ ビ

シ ョ ッ ピ ン グとして 定着 した過程を フ ジテ レ ビ の

例で 検証した 。

　取 り上げた番組 は， 2 つ で あ っ た が テ レ ビ シ ョ

ッ ピ ン グ の 長所 と問題 点 は 浮き彫 りに な っ た
。

　問題点 は 15分で 2 億 1【1売 り上 げた とい う媒体

の 力で ある。テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グは 生活情報番組

とい う殻 を抜 け出 して，ジ ャ ン ル として独 立 した

観が あ る。

　元 フ ジテ レ ビ ア ナ ウ ン サ
ー

の 中野安子は フ リ
ー

の ア ナ ウ ン サ ーと して 「東京ホ ーム ジ ョ ッ キー
」

の バ ーゲ ン を皮切 りに
， 以後 35 年闘地上波 で テ

レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの 商品 リポー
ターを努め た 。

　中野 は 「シ ョ ッ ピ ン グ情報 と い うの は，商品を

家まで届け て こ そ完結する とよ く言われた 。 視聴

者の 生活感 覚か ら は なれな い ように リポー トする

こ とを心が けた」 と述懐 して い る
Cfi「il。

　近 年で は ， 商品紹 介 の 効 果を高め るた め に ，ワ

イ ドシ ョ
ーやバ ラエ テ ィ

ーの 台本を書 い て い た 構

成作家が
， テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グに 進 出す る ように

な っ た
i67．。

　初期 の テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ番組で 小 野 は，バ ー

ゲン セ ール の 成 果を テ レ ビの 媒体力に 帰す る とし

た世間の評価 に対 して
， 媒体力を持 ちうる た め の

決 定 的 な フ ァ クタ
ー

を別 に求 めた と述 べ て い る

cG’“lo

そ れ は あ らゆ る機会 ， 放送 中， 放 送 外を含 め て

番組ス タ ッ フ は，視聴者 と コ ン タク トを持ち ， 視

聴者か ら寄せ られ るさ まざまな質問に答 え，誠心

誠意視聴者の サ
ー

ビス に つ とめ る こ とで あっ た。

　テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グの 原点で あ る，
「放送 とは

関係の な い 種々 の サ
ービ ス が ， 番組イ メ

ージ を高

め
， 番組を利用 する安心感 を視聴者に植 え付 けた 」

TES！））とい う番組っ くりを ， 放送 を取 り巻 く環境が 大

き く変 わ っ た 現在 ，
ど の よ うに 実践 した らよ い で

あろ うか 。

9，ま と め と結論

　 1974 年 4 月参議院決算委員会で 質問 に 立 っ た

野末和彦が，テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ の健全化の 主 導

権iを郵政省が取 るべ きだ と要請 したの に 対 し， 郵

政省電波監琿局放送部長は，電波法，放送法に 抵

触 す る もの で は な い u 放送番組の 編集 は 憲法 の 表

現 の 自由に 関連 し，放送事業者の 自主判 断に よっ

て お こ なうべ きもの で ある と説明 した。

　新 しい 放送 法 で は，基 幹放送 事業者 に 放送 番 組

調和の 原則 と して ，「放送番組 の 種別 及び放送 番

組 の 種別 ご との 放送時間を ， 放送番組審議機 関へ

の報告事項及 び公表事項」 と して 定 め られ る こ と

に なっ た 。

　 こ の 法改 正 を番組制作者は ，海野 敦 史に よ る

「デジ タル化や多 メ ディ ア化 の 発展に 伴 い
， 番組

編集準則 を正 当化す る有力 な根拠 とされ て い た

『周波数 の 有限希少性 』 と い う事実が ゆ らぎつ つ

あり」
醐 ，それ ゆ えに番組編集準則 の 位置づ けを

新 しい 認識の 枠組み で 再構成 した パ ラ ダイ ム 変換

と解釈 し了承す るの か ， あ る い は番紺種別公 表の

法律が で きる前に，放送番組審議機関 川 が果 たす

べ き役割が あ っ た の で は な い か と受 け止 め る の か

議論が分かれ る と こ ろで あ る。

　番組制作 の 立場か ら，生活情報番組 として の テ

レ ビ シ ョ ッ ピ ン グを
「情報 の 完結性 」 とい う視点

で 提え た時，本稿が今後の 議論の
一

助 に なれ ば幸

い で ある。

参考文献 ・引用論文

海野敦史 「放送法上 の 番組編集準則 の 位置づ け に 関 す

　 る 「営業 の 自山』 の 観点 か らの 再構成論」 情報通信
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事例 報告
一テ レ ビシ ョ ッ ピ ン グに お け る情報 の 完結性

一
凵本 に お けるテ レ ビシ ョ ッ ピ ン グの 成 り、ltlち 一

　学会 誌98，　2011年 5 月弓1
一

堀 田 武裕 「店舗 態 度 と そ の 他 の 無 店 舗 公 売 パ ターン が

　 テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ番組 へ の 愛顧 に 与 え る影響」 海

　 外ジ ャ
ー

ナ ル 抄訳集，早稲 田 大学産 業経営研究 所

　 『ダイ レ ク ト・
マ
ーケ ッ テ ィ ン グ研 究 』

研究代表者 ・乃万司 （九 州工 業大学情報 匚学部教授 〉

　 「バ ーチ ャ ル 出演者チーム の 協調的 動作生成に関 す る

　研究 」
− Wcb 上 の 仮想 テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グシ ス テ ム

　 へ の 試み一，2003 年 6 月

星 野 卓也 「30 分 で 5 億売 っ た 男 の 買 っ て も ら う技 法

　 ST（⊃RYSELLING 　
「
物言吾」 で 売 る 12の ア プ ロ ーチ 』

　 イン デ ッ ク ス ・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ズ，2004 年

星野卓也 fl思 わ ず買 っ て し ま うマ イ ン ドコ ン トロ ー
ル

　 マ
ー

ケテ ィ ン グ ！TV シ ョ ッ ピン グの 仕掛け人 が 明 か

　す 9 つ の 心 理 操作 テ ク ニ ッ ク』，フ ォ レ ス ト出版，

　 2005 年

中野安子 （2006 ）『テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ発 ・売れ る セ

　
ー

ル ス トーク術』 成美文庫

境 政 政 郎 （2008 ） 『テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ 事 始 め 』 扶 桑

　社

　　　　　　　　　　　 注

1 通販新聞 に よる テ レ ビ 通販市場規模調査 （08 年 6 月

　〜09 年 5 月）に よ る と，テ レ ビ 通 販 主要 3〔〕社 の 合

　計売上高は，4，000 億円を超えた。主要 30 社 の 中に

　 は，ジ ュ ピ ターシ ョ ッ プチ ャ ン ネ ル，QVC ジ ャ パ ン
，

　 ジ ャ パ ネ ッ トた か た な どの テ レ ビ 通 販 専 門 チ ャ ン ネ

　 ル も含 ん で い る。2011 年 3 月期 の デ
ー

タ で は ，

　2010 年 日本 テ レ ビ は，前年 に 引 き続 き年商 100 億

　 円を突破 した。201 〔〕年 の TBS は 96 億円，フ ジ テ レ

　ビ は82 億円 の 売り上げを記録 して い る 。 基幹放送事

　業者 で あ る 民間放送局 は，一
般放送事業者 で あ る通

　 販 専 門 チ ャ ン ネ ル と 売 り E げ を 競 っ て い る 。

　http；〃www ．tsubanshinbun ．com ！archjve ／2UO9 ！08／

　 304000 ．html　2011 ／07／11

2　「放送法等 の
一

部を 改正す る法律 」
「法令解説資料総

　覧351 号』 平成22 年 12 月 3 日法律第65 号，16 貝。

3　「基幹放送 」 は （現在 の 地上 テ レ ビ ジ ョ ン 放送，BS

　放送，llO 度 CS 放送，　 AM ・FM ラ ジ オ放送等が 該

　当）と 「一般放送」 （現 在 の 有線テ レ ビ ジ ョ ン 放送 ，

　 有 線 ラ ジ オ 放 送 ，電 気 通 信役務利用放送 が 該当） に

　区分 れ る こ とに な る、同 H資 料，17 頁。

4 新 しい 放 送 法 の 2 条 2 号参 照。

5 第 176 ［lli国会 （臨時会）総務委員会参考資料 ・放送

　法等 の
．．一・
部を改正 す る法律案に つ い て 』 衆議院調査

　局総務調査室 （平成 22 年 ll 月） 15 頁。

6　「審議機関」 と は，放送法第 3条 の 4 第 1項 に 基 づ

　 き，放送事業者 が 放送番組 の 適正 を図 る た め 置 く

　 「放送番組審議機関」 の こ とで あ る。

7 『第 176 回国会 （臨時会）総務委員会参考資料 ・放

　送法等 の
一

部 を 改 正 す る 法 律 案 に つ い て 』 衆 議 院 調

　査局 総務 調 査 室 （平成 22 年 II 月〉。

8 番組調和原則 に つ い て は ，基幹放送 に の み 適用 に な

　 る。

9 福岡の テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ番組制作会社JTC が 博報

　堂 を通し て，テ レ ビ 東京で 売っ た シ ャ ネ ル の ポー
チ

　 の 真贋 が 争われ た。『週刊文春 』 1996 年 6 月2711 号

　 36 − 41 頁。

10 立 教 大 学社 会 学部教 授
・服 部孝章 の 意 見 と して ，個

　人情報 の 問題 とテ レ シ ョ ッ プ の 量的規制 の 必要性 に

　言及 して い る。『週 1二IJ文春』 2〔〕03 年 2月 27 日 弓
．33

　頁。

ll 立教大学社会学部教授 ・服部孝章 の 意見。

12　 「
テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グが 大手 を振 っ て 今日も トラ ブ

　 ル 続出」
『週刊新潮』 2010 年 12 月23 日 冒46 − 47

　 頁。

13 海野敦史，「
放送法 ．ヒの 番組編 集準則 の 位置づ け に

　関す る 『営業の 自由』 の 観点か ら の 再構成論 」 情報

　通信学会誌98，2011 年 5 月号，29 頁，

14　『テ レ ビシ ョ ッ ピ ン グ番組 の 表示 に 関す る実態調査

　報告書 』 公 正 取引委員会 事務総局 （平成 15 年 9 月）。

15 堀山 武裕 「店舗態度 とそ の 他 の 無 店舗購買パ ター
ン

　 が テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ番組 へ の 愛顧 に 与 え る 影 響」

　『ダイ レ ク トマ
ー

ケ テ ィ ン グ研究一
海外 ジ ャ

ー
ナ ル 抄

　訳集 No ．2』 亀井昭宏，ル デ ィ
ー和了，（社） 1［本通

　信販売協会監修，会早稲田大学産業経営研究所，産

　研 シ リーズ 36。

16 同 ヒ資料，90−91 頁参照、
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17 研究代表者
・
乃万司 （九州工 業大学情報ユニ学部教授）

　 「バ ーチ ャ ル 出演者 チ
ー

ム の 協調的動作 生 成 に 関す る

　研 究 」
− Web 上 の 仮 想 テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グシ ス テ ム

　 へ の 試 み
一，2003 年 6 月。

18 テ レ ビ バ ーゲ ン と い う言葉 は，あくまで演出で あり，

　テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ と同じ意味で ある。ig70 年代 の

　主 婦 に とっ て，バ ーゲ ン とい う言葉 は イ ン パ ク トが

　 あ っ た。

19 中野 安子，54 頁。

20 フ リーペ ーパ ー 「
フ ジ サ ン ケ イ ・リ ビ ン グ 4 」

　 1971 年 9 月24 日。

21 サ ン ケイ 新 聞，1971年 10 月 8 口，夕 1：ri。

22 小 野 光 『実益情報番組 は 未知の 可能性 』 月間民放，

　 1972年 2 月号，日本民闘放送連盟 ，37 頁。

23 境政郎，71 頁。

24 同 上 習 ， 63 頁 。

25 「
リビ ン グH 」 は 1972 年 1 月始 ま っ た n サ ン ケ イ

　 新聞 で は こ れ まで ，「
ホ
ー

ム ニ ュ
ー

ス 」 と称 して い た

　 本 紙 の 部 分 を 「リビ ン グ」 に 改 称 した。同上 書79 頁。

26 境政郎 は，1964 年 に フ ジ テ レ ビ入 社 し，72 年〜

　 80 年まで 生活情報番組
「
リビ ン グ11」 の 商品 レ ポ

ー

　 ターを務 め た。著書
『テ レ ビ シ ョ ッ ピ ン グ事始 』 に，

　 テ レ ビ とフ リ
ーペ ーパ ー

の 連動 が成功 した い きさっ
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